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皆
さ
ん
は
、
給
料
な
ど
の
収
入
と
食
費

や
光
熱
水
費
、
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
出

を
計
算
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
年
間
に
い
く
ら
収
入
が
あ
る

か
（
歳
入
）、い
く
ら
支
払
い
が
あ
る
か
（
歳

出
）
を
見
積
も
り
、
計
画
を
立
て
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
予
算
」
と
い
い
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
や
り
く
り
し
た
結
果
を
「
決

算
」
と
い
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、歳
入
５
０
４
億
４
５
０
０
万
円
、

歳
出
４
９
２
億
８
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
で
4.8
㌫
、

歳
出
で
5.7
㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
形
式
収
支
は
、

11
億
５
８
０
０
万
円
と
な
り
、翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
８
２
０
０
万
円
を
除
い
た

実
質
収
支
は
、10
億
７
６
０
０
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

 

借
金
は
減
っ
て
い
る
？

　
市
の
借
金（
市
債
）は
、
公
共
事
業
な
ど
の

財
源
と
し
て
国
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
で

す
。
市
債
を
発
行
す
る
方
法
に
は
、
多
く
の

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
返
済
金（
償
還
金
）の
一

部
を
地
方
交
付
税
で
補ほ

て
ん填
し
て
く
れ
る
有
利

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度

に
明
科
地
域
が
過
疎
指
定
さ
れ
た
た
め
、
新

た
に
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
①
整
備
を
行
う
ハ
ー
ド
事
業
の

厳
選
②
有
利
な
市
債
メ
ニ
ュ
ー
の
積
極
的
な

活
用
③
後
年
度
負
担
の
軽
減
に
重
点
を
置
い

て
、
市
債
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
令
和
５
年
度
の
市
債（
↖
）

令
和
５
年
度
決
算
を
公
表
し
ま
す

令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
市
の
一
般
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算

概
要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

残
高（
企
業
債
を
含
む
）は
、
令
和
４
年
度
に

比
べ
て
25
億
４
４
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た

（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。
今
後
も
借
入
と
償
還

を
計
画
的
に
行
い
、
年
度
間
の
負
担
均
衡
を

目
指
し
ま
す
。

貯
金
は
し
て
い
る
の
？

　
市
の
貯
金
を
基
金
と
い
い
ま
す
。
将
来
的

な
財
源
調
整
に
備
え
る
財
政
調
整
基
金
、
市

債
の
返
済
金
（
償
還
財
源
）
を
確
保
す
る
た

め
の
減
債
基
金
、
公
共
施
設
整
備
基
金
の
３

基
金
を
柱
と
し
た
一
般
会
計
の
令
和
５
年
度

末
基
金
残
高
は
、
２
０
０
億
３
１
０
０
万
円

と
な
り
、
令
和
４
年
度
に
対
し
８
億
１
０
０

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
（
上
記
表
参
照
）。

　
基
金
は
、
設
置
目
的
に
沿
っ
た
活
用
、
積

立
を
行
い
、
財
政
計
画
に
基
づ
き
管
理
し
て

い
き
ま
す
。

市
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

自
治
体
の
財
政
状
況
の
健
全
度
を
示
す

「
健
全
化
判
断
比
率
」に
は
、実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

収
支
が
赤
字
に
な
っ
た
と
き
に
算
定
さ
れ
る

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
黒

字
決
算
の
た
め
、
算
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
単
年
度
の
借
金
返

済
額
の
割
合
を
、
将
来
負
担
比
率
は
将
来
負

担
す
べ
き
借
金
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
8.3
㌫
で
将
来
負
担
比

率
は
、
充
当
可
能
財
源
が
将
来
負
担
額
を
上

回
っ
た
た
め
算
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず

■基金の残高（一般会計分）

財政調整基金 53 億 6800 万円
減債基金 30 億 9500 万円
公共施設整備基金 53 億 6100 万円
その他 62 億 700 万円
合 計 200 億 3100万円

令和6年3月31日現在
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403            404            393            365            362             

351            334            302          
276            254            

754             738             695             
641             616             

一般会計 その他（企業会計等）

一般会計の歳入 504億 4500万円一般会計の歳出 492億 8700万円
（前年度比＋ 5.7％） （前年度比＋ 4.8％）

市債 10.6％
53 億 5200 万円

譲与税等 6.8％
34 億 3900 万円

分担負担・使用料・手数料 1.5％
7 億 7000 万円

地方交付税 24.1％
121 億 8200 万円

国庫支出金等 18.2％
91 億 500 万円

諸収入等 13.6％
68 億 7000 万円

地方税 25.2％
127 億 2700 万円

（単位：億円）

明科地域で過疎対策事業債を活用し事業を行いました。
主なものを紹介します。

●長峰山頂ハンググライダー
　ランチャー台の更新　        
●明科児童クラブ室（明北・明南小学校）　
　の整備    　
●龍門渕公園・あやめ公園整備
●明科駅前周辺整備事業　                 

特 集 ２ 令和５年度決算

安
曇
野
市
の
家
計
簿

災害復旧費 0.9％
4 億 5600 万円

消防費 2.9％
14 億 4400 万円

32 億 5700 万円

農林水産業費 3.2％
15 億 7700 万円

29 億 3600 万円

議会費 0.5％
2 億 2300 万円

労働費 0.1％
5900 万円

■市債残高の推移

公債費 11.6％
57 億 3800 万円

教育費 10.1％
49 億 5100 万円

土木費 10.6％
52 億 2600 万円

商工費 6.6％

衛生費 6.0％

民生費 34.3％
169 億 1100 万円

総務費 13.2％
65 億 900 万円

れ
も
国
が
財
政
の
健
全
化
を
促
す
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維

持
し
て
い
ま
す
。●子どもと大人交流学習施設「ひまわり」　

　空調機器更新        
●安曇野市東部アウトドア
　拠点整備基本構想策定　　　 　  
●廃線敷施設維持点検管理事業 　               
●市道新設改良事業（松糸道路関連）


